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三
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口
し
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B

ア
L
+
A、
肝

川

区

ヨ

こ

宮

に

酒

田

川

の

充

実

も

図

れ

る

一
�
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Z
JJゴ日
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〆
一ノ
五
円
�
 jf
p
v
b生
ノ

占

賢

に
し
て
い
る
」
と
喜
ぶ
。

盟

l
を
受
け
て
い
る
。

に
む
や
み
に
触
る
の
は
ど
う
れ
る
の
が
ケ
ア
タ
ッ
チ
セ
ラ
一
体
力
回
復
に
も
つ
な
が
る

。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
一と
袖
上
さ
ん
。
西
屈
さ
ん

9
3
(

-

業斤 ラJ詩 Eヨ 幸良 

訪
問
介
護
ケ
ア
に
取
り
組
む

法
人
・
聖
撒
会

(
奈
良
県

P
O

N
 む
し
な
が
ら
腕
不
足
な
ど
を
さ

す
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
セ
ラ

し

ν咋
�
 1
人
で
た
多
く
¢
示

一

【メ
モ
】
日
分
。
1

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
も
ら
え
る
一
10
5キ
ロ
問
、
地
分
1
・

と
入
所
者
の
生
活
一ザ。

l

i

l

 

し
、
助
か
る
」
と
京
止
め
れ
ば
、

通
常
メ
ニ
ュ

話
す
。

一

を

僻

靴

下

食

に
し
て
提
供

い
い
し

認
し
柱
手
に
た
な
三
て

く
れ
る
か
ら
、
い
つ
も
楽
し
み

大
和
高
田
市
、
米
田
幸
子
理
事
ピ
�
 を
施
し
て
い
る
。

長
)
。
運
営
す
る
専
門
セ
ラ
ピ
特
別
養
護
老
人
ホ
�
 ム
・
和
里
の
空
活
相
談
員
、
吉
川
ラ
ピ
�
 に
取
り
組
ん
で
お
り
、

一家
族
や
仲
間
ど
同
じ
料

ス
ト
育
成
機
関
で
講
習
を
受
け
粧
事
(
岡
市
)
で
は
月
1
回
、
聡
史
さ
ん
に
よ
る
と
、
職
員
か
事
務
長
の
南
浦
由
紀
子
さ
ん
一を
昧
わ
い
、
お
い
し
さ
を

た
看
護
師
、
介
護
主
主
入
所
す
る
同
人
近
く
の
希
望

l

l

l 癒
会
は
韓
国
な
ど
で
も
セ

一る
。
「
障
害
が
あ
っ
て
も

ら
は
「
外
部
の
人
闘
が
入
聖
堂
撃
と
心
の
平
穏
を
得
ら
一
有
で
き
る
こ
と
が
大
切

専
門
セ
ラ
ピ
ス
ト
�
 (右
)
の
ケ
ア
タ
ッ
…

チ
セ
ラ
ピ
ー
を
受
け
る
田
中
さ
ん
�
 奈

…

て

以

来

、
車
い
す
生
活
の
田
中
し
か
し
、
同
会
が
県
の
認
証
を
ん
広
げ
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
一
「
学
生
た
ち
と
何
度
も
試

法
人
で
、
ス
タ
い
る
。

一

H

が
セ
ラ
ピ

ω代
後
半
に
安
通
事
故
に
遭
っ
か
」
と
慎
重
な
意
見
が
出
た
。

ピ
�
 
l

N
P
O

良

県

大

和

高

田

市

…

美

代

子

さ

ん

(

位

)

は

「

マ

ッ

サ

受

け

た
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ら

れ
る
制
理
ば
か
り
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断
悶
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唯
噸
閣
は
�
 阿
け
附
ル
ゆ
巴
鷹
ハ
ハ
�
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…

ん
�
 

一
�
 1
3
園
町
五
寸一

J

L
4
け
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畷
下
食
お
い
し
く

i

i
 h
d・
-

司

圃

一

口

H

圃

』

ゼ
リ
�
 状
手
軽
な

ω

仏

料

理

の

技

法

で

圃
一
と
し
て
何
と
か
し
た
い
と
思

ご

父

一み
そ
汁
を
使
っ
た
「
納
豆
豆一
は
お
か
ず
の

一
品
と
し
て

」
、
縁
起
物
の

一り
入
れ
て
み
て
ほ
し
い
一

一
「
お
せ
ち
」
な
ど
を
、

美
し
一話
す
。

f
h
h
h

K
E

l
i
a
-
-一
「
鴨
下
食
は
お
い
し
く
な

一
く
盛
り
つ
フ
る
こ
つ
付
き
で

一

イ
ン
テ
ル
ナ
出
版
、
謝

・

一

い
か
ら
と
胃
に
穴
を
聞
け
、
一

示
す
�
 

4 一・

・

-叫

4

4

田

園

一が
い
る
と
知
っ
た
。
料
理
人

一
�
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・

・

・

・

・

圃

"
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h

咽

画
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b l
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フ
ラ
ン
ス
料
理
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
時
下
食
を
盛
り
つ
け
る
池
上
さ
・

新
潟
市
中
央
区
営
所
通
1
、

力

シ

ヱ

ツ

ト

池

上

一

一

腐

の

ゼ

リ

d
圏内

田
園
『
咽
岨
『
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4

を
通
さ
ず
に
食
事
す
る
人
一

池
上
さ
ん
の
屈
で
は
要
望
一
�
 

1J
、，.

一一包 j
 inni-

h

-

書
い
た
手
紙
の
日
に
亡
く
な
っ
た
ぷ

一

一
一
�
 

が

を

父

は

昨

年

賀

の
よ一一

�
 

一
っ
た
」
と
池
上
さ
ん
。
の
ど

一一 一-

一
越
し
が
い
い
よ
う
に
、
粘
着
一
…一

性
の
低
い
ゼ
リ
�
 状
に
仕
上
…
…

・
一
げ
る
こ
と
が
難
し
く
、
「
ゲ
一
一

一ル
化
剤
の
分
抵
な
ど
感
覚
を
�
 
……� …

h

l

邑

・
・
・
・
一
つ
か
む
ま
で

2
年
か
か
っ

一……

司
「
'
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一

た
」
と
い
う
。
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食
べ
物
を
う
ま
く
の
み
込
否
。
そ
ん
な
技
法
を
取
り
入
一

通
�
 

一
め
な
い
人
向
け
に
、
パ
テ
や

一れ
た
料
理
本
「
新
し
い
介
護
一
.
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凶
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ぜ円日
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一戸
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(円引j)

の物  
どを

一
ム
!
ス
な
ど
の
技
法
を
使
一食
�
 

)
一
っ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
注

一出
版
さ
れ
た
。

一

明

一

わ

月

一

一

一

川

平

一

-

年

一

川
一

者

叫

担
一
目
さ
れ
て
い
る
。
お

い

し

一

著

者

は

新

潟

医

療

福

祉

大

一

岨

一
一
ぃ
違
う
手
書
き
の
文
字
が
温
何
か
を
話
し
た
、
待
つ

Fヨ

[~1
に の  ..O.J
食 みや
物込加時
が み齢下
詰にな 障
ま くど害
りくカT
窒 な原脳
恩る悶 血
す症で管
る 状  

。食害

洲
一
さ
、
食
べ
や
す
さ
に
加
え
、

一准
教
授
の
西
尾
正
輝
さ
ん
一
カ
シ
ェ
ッ
ト
池
上
一
(
新
潟
市
一
樹
さ
ん
(
印
)
。
西
尾
さ
ん
は
、
一
た
食
品
を
ゼ
リ
�
 
l
化
す
る
一
レ
シ
ピ
集
で
は
刺
し
身
や

一
…
一
か
い
。
新
聞
記
者
だ
っ
た
い
て
く
れ
た
よ
う
だ

日
一
見
た
目
の
美
し
さ
が
特
徴
一(
日
)と
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
屈
一
中
央
区
)
シ
ェ
フ
の
池
上
騎

一ミ
キ
サ
ー
な
ど
で
被
状
に
し
一
「
即
席
ゲ
ル
化
塑
の
開
発
一
ハ
ン
バ
ー
グ
、
日
本
酒
の
ゼ
…
…
父
が

一
気

に

ベ

ン

を

た

一

ン

ス

斜

理

の

技

法

を

組

み

合

一

す

る

幻

一

と

、

池

上

さ

ん

に

共

同

開

発

成

一

を

呼

び

掛

げ

た

。
こ
の
ゲ
ル
化
剤
と
フ
ラ

一リ
ー
な
ど
計
約

ω

。

一
一
…
…
浮
か
ん
だ
。

険
が
あ
る
ほ
か
、
食
物
が
肺
に
入
り

込
む
と
細
菌
が
繁
捕
し
、
肺
炎
に
な

い
。
従
来
の
加
工
法
で
は
加
熱
が
必

る
ケ
1
ス
も
。
腕
下
食
は
食
物
が
の

ど
に
粘
着
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
ゼ

l
リ
�
 状
に
加
工
さ
れ
る
こ
と
が
多

|埠

。

一

一と
が
基
本
で
、

定
番
の
「
お
一
一
……

か
ゆ
」
や
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

一一…一
一一

A一………「
'…九

回

。

r'

要
な
場
合
が
あ
り
、
風
味
の
維
持
が

課
題
だ
っ
た
。

o
 

豆

油

大

あ

。

、

1
与

ーー出
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f

危

-

し
、
自
信
を
持
っ
て
泊

一

388円
�
 

-一
�
 

u

J
 

が
一
干
数
年
年
は
介
護
が
必
要
な
牛

ぶ
り
に
出
て
だ
っ
た
。

認
知
症
と
誘

き
た
。
便
せ
さ
れ
た
が
、
施
設
に
耐

ん
9
枚
。
パ
に
行
く
と
、

露

関

ソ
コ
ン
と
は
た
め
出
な
く
な
っ
た
声

。
内
符
か
分
か
�
 

品
を
紹
介
一
川
走
ら
せ
る
姿
が
目
に
な
い
ま
ま
「
う
ん

そ
う
だ
ね
え
」

と

せ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
作
ろ
う
一
家
庭
で
手
軽
に
作
れ
る
こ

一
川

「

人

生

と

は

激

し

な

ず

く
と
、
父
も

い
生
存
競

争

の

場

か

に

笑
っ
た
。

だ
。
死

ん

だ

気

で

、

父

が

頑

張

っ

て

死

に

物

狂

い

で

ぶ

つ

き

て

く

れ

た
こ
と

行

サ
�
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